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聖
教
の
虫
払
い

―
高
山
寺
経
蔵
典
籍
を
中
心
に
―

徳

永

良

次

一

京
都
北
部
に
位
置
す
る
栂
尾
山
高
山
寺
の
経
蔵
に
現
存
す
る
聖
教
類
は
質
・
量
と
も
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
（
注
⚑
）。
こ
の
聖
教
類
は
日
本
語
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
史
、
美
術
史
、
日
本
文
学
、
日
本

史
学
等
々
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
、
多
く
の
知
見
を
学
界
に
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
万
二
千
点
以
上
と
も
言
わ
れ
る
聖
教

群
は
偶
然
残
っ
た
の
で
は
な
い
。
高
山
寺
の
開
祖
明
恵
上
人
以
来
、
約
800
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
た
び
た
び
、
戦
乱
、
地
震
、
火
災
、
水
害

が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
虫
・
鼠
に
よ
る
損
害
が
甚
大
で
あ
り
、
現
存
す
る
聖
教
群
は
そ
の
よ
う
な
災
害
や
滅
失
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
前
者
の
よ
う
な
紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
高
山
寺
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
あ
る
場
合
は
大
規
模
な
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
強
烈
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
社
寺
全
体
が
廃
絶
し
た
（
ま

た
は
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
被
害
を
蒙
っ
た
）
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
し
か
し
、
後
者
の
虫
や
鼠
に
よ
る
被
害
は
人
々
の
努
力

に
よ
り
予
防
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
労
力
が
並
大
抵
で
は
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

筆
者
は
、
高
山
寺
調
査
で
聖
教
類
の
原
本
を
調
査
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
て
、
30
年
以
上
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
奥
書
や
巻
末
な
ど
に
し



― 137 ―

（
二
）

― 136 ―

北海学園大学人文論集 第 73 号(2022 年⚘月)聖教の虫払い（徳永）

ば
し
ば
、⽛
虫
拂
⽜
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
高
山
寺
に
お
い
て
は
長
年
に
わ
た
っ
て
寺
宝
と
も

い
う
べ
き
聖
教
を
大
切
に
保
存
し
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
営
為
に
他
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
高
山
寺
に
お
け
る
虫
払
い
、
曝
涼
の
記
録
を
可
能
な
限
り
拾
い
出
し
て
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
態
に
つ

い
て
実
証
的
に
検
討
し
よ
う
と
思
う
。
こ
の
検
討
を
通
し
て
、
い
か
に
し
て
高
山
寺
経
蔵
の
聖
教
類
が
長
い
年
月
、
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き

た
か
、
そ
れ
に
関
係
し
た
僧
侶
な
ど
の
活
動
履
歴
と
の
関
連
を
解
明
し
て
い
く
手
掛
か
り
と
し
た
い
。

二

⽛
虫
払
い
⽜
と
は
一
般
に
⽛
夏
ま
た
は
秋
の
天
気
の
よ
い
乾
燥
し
た
日
を
選
ん
で
、
庫
な
ど
に
納
め
ら
て
い
た
衣
類
や
書
物
・
諸
道
具
な
ど

を
日
光
に
当
て
た
り
、
風
を
通
し
た
り
し
て
、
か
び
や
虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
。
虫
干
し
。⽜（⽝
日
本
国
語
大
辞
典
⽞、⽛
曝
涼
⽜
の
項
）
と
言

い
、
別
に
⽛
土
用
干
し
・
虫
干
し
・
曝
涼
・
曝
書
⽜
な
ど
と
言
わ
れ
る
、
高
温
多
湿
の
日
本
で
書
籍
の
管
理
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
、
高
山
寺
で
使
用
さ
れ
て
い
る
⽛
虫
払
い
⽜
の
表
現
を
第
一
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
用
語
も
利
用
す
る
こ
と
と
す

る
。
本
章
で
は
、
虫
払
い
に
関
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
。

二
─
一

虫
払
い
の
包
括
的
研
究

日
本
に
お
け
る
、
虫
払
い
の
研
究
と
し
て
は
沓
掛
伊
佐
吉
1970
⽛
曝
書
史
稿
（
注
⚒
）⽜
が
詳
細
で
緻
密
な
研
究
で
あ
る
。
以
下
、
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。

沓
掛
氏
は
虫
払
い
の
呼
び
名
や
定
義
に
つ
い
て
⽛
曝
書
は
、
ま
た
曝
涼
、
虫
払
い
、
虫
干
、
風
入
、
風
干
、
曬
書
と
も
呼
ば
れ
る
。⽜（
沓

掛
伊
佐
吉
1970
、
105
頁
）
と
し
、⽛
曝
書
は
、
そ
の
文
字
の
示
す
如
く
、
書
籍
を
日
光
に
さ
ら
し
、
風
を
入
れ
て
書
中
の
湿
気
を
去
り
、
し
み
、
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か
び
等
を
太
陽
光
線
に
さ
ら
し
て
殺
虫
、
殺
菌
し
埃
を
払
い
、
損
傷
の
箇
処
を
繕
い
、
在
庫
目
録
に
徴
し
て
書
籍
の
有
無
を
点
検
す
る
と
と

も
に
、
帙
、
書
筥
、
書
庫
等
を
清
掃
す
る
一
連
の
作
業
を
曝
書
と
称
し
た
。⽜（
同
、
105
頁
）
と
し
て
い
る
。

続
け
て
、
日
本
に
お
け
る
虫
払
い
の
始
ま
り
と
し
て
⽝
正
倉
院
御
物
出
納
文
書
⽞
に
あ
る
、
延
暦
六
年
（
787
）
六
月
二
十
六
日
の
⽛
珍
財

帳
⽜
に
あ
る
曝
涼
記
録
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
現
在
知
る
こ
と
の
出
来
る
最
古
の
記
録
と
し
、
以
下
、
平
安
、
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸

時
代
に
至
る
ま
で
、
古
社
寺
を
中
心
と
し
た
多
く
の
事
例
を
扱
う
。

ま
た
、
曝
書
の
時
期
と
し
て
、⽝
延
喜
式
⽞
の
⽛
七
月
上
旬
よ
り
八
月
上
旬
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
⽜（
同
、
111
頁
）
と
い
う
記
録
を
紹
介
し

つ
つ
、
後
に
中
国
か
ら
の
影
響
で
七
月
七
日
と
定
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
虫
払
い
と
合
わ
せ
て
、
書
籍
目
録
と
の
点

検
照
合
、
防
虫
剤
の
種
類
、
投
入
な
ど
の
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
沓
掛
氏
の
論
考
は
、
日
本
に
お
け
る
虫
払
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
主
目
的
で
あ
る
、
書
籍
・
調
度
類
の
保
管
と
管
理
に
つ
い

て
研
究
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

二
─
二

そ
の
他
個
別
社
寺
に
お
け
る
虫
払
い
の
研
究

正
倉
院
の
虫
払
い
（
曝
涼
）
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
正
和
2010

（
注
⚓
）に

お
い
て
、
歴
史
、
保
存
の
実
際
、
修
復
、
現
代
の
科
学
的
な
、
防
カ
ビ
、
防

虫
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
別
に
橋
本
義
彦
1995

（
注
⚔
）は

、
昭
和
二
十
六
年
に
実
際
に
経
験
し
た
、
正
倉
院
の
開
封
、
曝
涼
作
業
、
使
用
し

た
防
虫
剤
、
配
架
の
様
式
、
そ
の
後
の
新
造
の
宝
庫
へ
の
移
管
を
最
後
に
伝
統
的
な
曝
涼
の
終
わ
り
ま
で
を
記
録
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
寺
院
で
は
、
髙
井
恭
子
2013

（
注
⚕
）が

、
愛
知
県
に
あ
る
貞
照
院
に
お
け
る
、⽛
虫
干
し
施
餓
鬼
⽜
の
歴
史
と
、
黄
檗
版
一
切
経
を

七
月
三
十
一
日
に
須
弥
壇
か
ら
経
蔵
ま
で
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
手
渡
し
で
送
っ
て
入
蔵
す
る
と
い
う
儀
式
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
こ
れ
は

⽛
虫
干
し
⽜
と
い
う
実
用
的
な
作
業
と
⽛
百
万
遍
法
要
⽜
と
い
う
宗
教
的
な
儀
式
の
融
合
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
、
寺
院
の
虫
払
い
の
記
録
と
し
て
は
、⽝
江
戸
歳
事
記
（
注
⚖
）⽞（
天
保
九
年
刊
）
の
⽛
江
戸
歳
事
記
巻
之
三
秋
之
部
／
七
月
⽜
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の
条
に
、⽛
二
日
○
煤
払
虫
払
今
日
よ
り
十
三
日
ま
て
の
間
晴
天
を
択
ひ
屋
中
の
煤
を
払
ひ
又
蔵
書
衣
類
器
物
等
の
虫
払
を
な
す
⽜
と
あ
る
。

続
け
て
、
七
日
の
条
に
は
江
戸
、
お
よ
び
近
郊
の
寺
院
に
お
け
る
虫
払
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
主
な
寺
院
を
あ
げ
る
と
、
亀
戸
天
満
宮
は
⽛
神

宝
虫
払
今
日
よ
り
九
日
迄
あ
り
⽜
と
そ
の
期
間
も
記
す
。
ほ
か
に
、
池
上
本
門
寺
、
中
山
法
花
経
寺
、
真
間
弘
法
寺
、
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
な

ど
の
寺
院
で
⽛
什
宝
虫
払
⽜
を
す
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
旧
暦
七
月
に
多
く
の
寺
社
に
お
い
て
虫
払
い
が
行
わ
れ
て
い
た

事
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
の
挿
絵
に
は
⽛
寺
院
什
宝

曝
凉
⽜
と
い
う
文
字
が
あ
り
⽛
曝
凉
⽜
に
⽛
ム
シ
ハ
ラ
ヒ
⽜
の
ル
ビ
が
付
さ

れ
て
い
る
。

現
代
の
、
公
共
的
性
格
の
強
い
施
設
で
あ
る
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
お
け
る
曝
涼
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
奈
緖
子
2017

（
注
⚗
）が

あ
る
。
こ
れ
は
、

近
代
的
建
造
物
に
お
け
る
、
主
と
し
て
ホ
コ
リ
お
よ
び
カ
ビ
の
除
去
や
清
掃
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
収
蔵
環
境
に
恵
ま
れ
た
近
代
的

建
造
物
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
こ
の
よ
う
な
曝
涼
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
非
常
に
労
力
、
時
間
、
金
銭
的
負
担
が
伴
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。二

─
三

実
際
の
虫
払
い
で
使
用
さ
れ
て
き
た
防
虫
剤
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
論
考
は
田
中
誠
1991

（
注
⚘
）が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
江
戸
時
代
に

お
け
る
防
虫
と
し
て
は
、
紙
を
⽛
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
内
皮
）⽜
な
ど
防
虫
効
果
の
あ
る
染
料
で
染
色
す
る
方
法
、⽛
ヘ
ン
ル
ウ
ダ
⽜
と
さ
れ
る

植
物
、
ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
、
樟
脳
な
ど
を
書
籍
の
間
に
挟
む
方
法
、
紙
の
接
着
に
用
い
る
糊
に
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
鱗
茎
の
粉
を
加
え
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
防
虫
に
対
す
る
対
策
法
の
歴
史
と
科
学
的
な
成
績
を
紹
介
し
て
い
る
。

書
籍
の
間
に
イ
チ
ョ
ウ
を
挟
む
の
は
、
筆
者
も
あ
る
関
西
地
方
の
寺
院
調
査
の
時
に
見
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
書
籍
自
体
は
相
当
虫
損
が
進
ん
で
お
り
、
か
つ
、
多
く
の
紙
魚
や
そ
の
死
骸
、
フ
ン
な
ど
も
見
ら
れ
た
の
で
、
田

中
誠
1991
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
防
虫
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
沓
掛
伊
佐
吉
1970
に
よ
る
と
、
正
倉
院
の
御
物
に
は
⽛
え
ひ
香
⽜
が
使
用
さ
れ
、
銀
杏
、
楠
、
樒
（
シ
キ
ミ
）、
芸
草

（
う
ん
そ
う
）、
煙
草
、
麻
、
菖
蒲
等
を
書
籍
の
間
に
挟
む
、
唐
辛
子
を
箱
に
入
れ
る
、
あ
る
い
は
、
樟
脳
や
片
脳
を
書
籍
に
挟
ん
だ
り
、
長

持
や
箱
に
入
れ
る
な
ど
し
て
い
た
と
す
る
。

こ
れ
ら
虫
払
い
に
使
用
さ
れ
る
防
虫
剤
な
ど
の
効
果
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
研
究
に
つ
い
て
、
田
中
誠
1991
は
、
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
内
皮
）

に
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
伝
承
の
域
を
出
な
い
も
の
も
多
く
、
銀
杏
な
ど
は
ま
っ
た
く
効
果
が
見
ら
れ
ず
、

そ
の
葉
の
形
状
か
ら
芸
草
と
誤
っ
て
使
用
す
る
習
慣
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
虫
払
い
に
関
す
る
研
究
は
数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
歴
史
的
に
は
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
、
七
月
上
旬
か
ら
八
月
ま

で
に
行
う
こ
と
、
後
に
七
月
七
日
と
定
ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
、
使
用
さ
れ
る
防
虫
剤
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
様
々
な
も
の
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
高
山
寺
経
蔵
の
聖
教
類
に
つ
い
て
の
虫
払
い
の
実
際
に
つ
い
て
の
記
録
を
提
示
し
つ
つ
、
こ

れ
ら
の
歴
史
や
内
容
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

三

聖
教
の
破
損
、
修
補
の
記
録

前
述
の
通
り
、
様
々
な
災
害
や
虫
害
に
よ
り
聖
教
は
成
立
直
後
か
ら
あ
ら
ゆ
る
破
損
の
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
初
め
に
、

奥
書
等
の
記
録
か
ら
見
ら
れ
る
、
破
損
の
実
際
と
そ
れ
を
修
理
し
て
い
る
実
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

三
─
一

破
損
の
状
況

ま
ず
、
聖
教
保
管
の
要
と
も
言
う
べ
き
⽛
目
録
⽜
そ
の
も
の
の
実
例
を
あ
げ
る
。
各
資
料
の
所
在
表
示
は
、
第
一
部
か
ら
第
三
部
は
す
べ

て
表
示
し
、
第
四
部
以
降
は
、
函
番
号
か
ら
の
記
載
と
す
る
。
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⚑

法
皷
臺
聖
教
目
録
下
補
闕

（
第
一
部
一
九
三
［
⚔
］）

○
江
戸
初
期
写
、
巻
子
本
、
高
山
寺
朱
印
、
押
界
、
朱
墨
合
点
、
朱
書
書
入
レ
、
表
紙
後
補
、
原
表
紙
存

（
奥
書
）
右
目
録
下
巻
紛
失
之
間
／
任
聖
教
之
見
在
新
補
其
／
闕
了
再
挍
之
日
分
部
類

⚒

方
便
智
院
聖
教
目
録
付
御
流
目
録

并
諸
目
録

（
第
一
部
一
九
三
［
⚙
］）

○
江
戸
初
期
写
（
寛
永
十
年
カ
）、
巻
子
本
、
高
山
寺
朱
印
、
押
界
、
朱
墨
合
点
、
表
紙
後
補
、
原
表
紙
存
、

（
奥
書
）

（
別
筆
）⽛
東
坊
方
便
智
院
⽜

件
東
之
聖
教
其
跡
廃
絶
之
間
／
被
移
石
水
院
西
経
蔵
畢
云

、

⚑
は
、
も
と
も
と
鎌
倉
時
代
中
期
建
長
年
間
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
高
山
寺
に
あ
る
法
皷
臺
所
蔵
の
聖
教
目
録
で
あ
り
、
上
中
下
の

三
巻
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
ま
で
に
は
す
で
に
下
巻
を
失
い
、
当
時
、
現
存
し
て
い
た
聖
教
を
取
り
ま
と
め
て
新
た
に
下
巻
を
作
成
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⚒
は
、
成
立
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
高
山
寺
の
子
院
で
あ
る
方
便
智
院
の
聖
教
目
録
で
あ
る
が
、
そ
の
方
便
智
院
（
東
坊
）
自
体
が
廃
絶

す
る
と
い
う
状
況
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
残
っ
た
聖
教
を
新
た
に
石
水
院
西
経
蔵
に
移
し
、
目
録
を
作
成
し
直
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
（
注
⚙
）。

⚓

権
現
講
式

一
巻
（
第
二
部
247
）

○
鎌
倉
時
代
正
和
元
年
写
、
隆
深
筆
、
巻
子
本
、
高
山
寺
朱
印
、
十
無
盡
院
複
廓
朱
印
、（
以
下
省
略
）
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（
奥
書
）
正
和
元
年
六
月
廿
四
日
依
明
源
御
房
御
誂
／
拭
周
勃
之
汗
留
燕
弗
之
露
了
⽛
若
（
朱
書
補
入
）

不
⽜／
漏
一
分
之
廻
向
盍
成
就
二
世
之
願
房
耳
／

金
剛
仏
子
隆
深

（
墨
書
別
筆
）⽛
同
（
文
化
十
一
年
）
廿
六
日
写
點
了
云
〻

・
御
筆
此
廿
一
字
御
室

歟
御
判
讀
了
猶
然
可
尋
之
／

金
剛
仏
子
隆
深
歟
（
虫
損
）／

又
沙
門
御
判
虫

損
一
向
不
見

天
明
六
年
七
月
老
者

⚔

金
剛
頂
瑜
伽
修
習
毗
廬
遮
那
三
摩
地
法

一
帖
（
64
函
33
）

○
江
戸
末
期
写
、
袋
綴
装
、（
以
下
略
）

（
奥
書
）（
前
半
省
略
）
嘉
永
二
年
乙酉

孟
春
初
五
件
本
鼠
損
／
繕
写
了
／
吉
祥
雲
院
／
śra
van･da
guhyaraksa
vande（
吉
祥
林
密
護
）

※
虫
損
だ
け
で
は
な
く
鼠
に
よ
る
被
害
の
例

⚓
と
⚔
は
、
聖
教
の
虫
、
鼠
に
よ
る
被
害
の
例
が
奥
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
古
本
を
書
写
し
た
際
に
原
本
が
破
損
し
て
い
た
旨

を
書
写
す
る
際
に
書
き
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
経
蔵
の
長
年
に
わ
た
る
保
存
の
実
態
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

三
─
二

修
補
の
記
録

次
に
虫
払
い
と
い
う
作
業
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
傷
ん
だ
聖
教
を
修
理
し
た
と
い
う
記
録
も
見
ら
れ
る
の
で
、
若
干
紹
介
す
る
。

⚕

五
秘
密
尊
念
誦
次
第

一
帖
（
第
一
部
一
九
八
）

○
鎌
倉
時
代
延
応
二
年
写
、
定
真
筆
、
折
本
枡
型
、（
以
下
略
）
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（
継
紙
識
語
）（
別
筆
）⽛
天
保
十
三
年
九
月
七
日
奉
修
補
畢
／
沙
門
慧
友
護
享
年

六
十
又
八

⽜

⚖
（
星
尾
寺
縁
起
）
一
巻
（
第
一
部
二
九
五
）

○
鎌
倉
時
代
弘
長
四
年
写
、
智
眼
筆
、
巻
子
本
、
高
山
寺
朱
印
、
平
仮
名
交
リ
文
、

（
本
紙
端
裏
書
）⽛
耳
箱
⽜

（
奥
書
）
弘
長
四
年
甲子

二
月

日
沙
弥
智
眼

（
別
筆
）
昭
和
四
年
四
月
一
覧
之
損
傷
餘
甚
者

修
補
之

高
山
寺
末
葉

土
宜
覚
了

⚗

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十

一
帖
（
第
四
函
30
）

○
江
戸
時
代
宝
永
六
年
写
（
補
写
本
）、
折
本
、
墨
界
、
無
点

（
奥
書
）
舊
巻
蠹
而
失
滅
新
書
以
／
補
之

長
谷
川
居
業
書
写
／
宝
永
六
己
丑
孟
夏
日

右
に
上
げ
た
三
点
の
う
ち
、
⚕
は
鎌
倉
時
代
書
写
本
を
江
戸
末
期
の
高
山
寺
僧
慧
友
が
、
⚖
は
昭
和
期
の
土
宜
覚
了
師
に
よ
る
修
理
記
録

で
あ
る
。
⚗
は
、華
厳
経
の
内
、虫
損
で
失
わ
れ
た
一
帖
を
補
写
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
連
の
華
厳
経
は
室
町
時
代
応
永
十
二
年（
1406
）

写
本
で
あ
る
の
で
、
お
よ
そ
三
百
年
を
経
る
間
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
虫
や
鼠
に
よ
る
損
害
は
長
い
年
月
の
保
管
に
よ
り
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
、
高
山
寺
に
お

い
て
は
そ
の
創
設
以
来
長
く
継
続
し
て
き
た
、
劣
化
・
修
理
・
保
管
作
業
と
い
う
格
闘
の
記
録
な
の
で
あ
る
。
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四

現
存
聖
教
か
ら
み
る
虫
払
い
記
録

こ
こ
で
は
、
高
山
寺
聖
教
類
に
⽛
虫
払
⽜
の
記
述
が
見
え
る
も
の
を
時
代
順
に
一
覧
し
つ
つ
、
本
稿
の
内
容
上
重
要
な
資
料
に
つ
い
て
は

概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
対
象
と
し
た
も
の
は
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽝
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
第
一
～
四
、
完
結

編
⽞、
同
⽝
高
山
寺
古
文
書
⽞、
同
⽝
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞、
同
⽝
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞、
に
つ
い
て
一
万
二
千
点
以
上
と
も
言
わ
れ
る

全
点
を
対
象
に
調
査
し
、
可
能
な
聖
教
に
つ
い
て
は
原
本
調
査
を
し
て
確
認
す
る
よ
う
務
め
た
。
さ
ら
に
、
同
⽛
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調

査
団
研
究
報
告
論
集
⽜
の
関
連
す
る
文
献
を
適
宜
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
膨
大
な
点
数
で
あ
り
か
つ
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
思
う
よ
う
な
調
査

が
で
き
ず
、
必
ず
し
も
十
分
な
調
査
が
実
施
で
き
た
と
は
言
え
な
い
。
後
日
、
機
会
を
得
て
確
認
を
続
け
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
の
記
載
に
つ
い
て
は
必
要
な
項
目
に
と
ど
め
一
部
省
略
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
右
記
文
献
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

四
─
一

中
世
の
虫
払
い

管
見
の
限
り
、
平
安
時
代
（
ま
た
は
そ
れ
以
前
）
に
か
か
る
虫
払
い
に
関
す
る
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
中
世
に
関
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
に

か
か
る
も
の
と
し
て
は
、
中
後
期
の
次
の
一
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
、
本
章
に
お
け
る
虫
払
い
に
関
す
る
資
料
は
、
一
覧
の
便

の
た
め
先
頭
上
欄
に
四
ケ
タ
の
西
暦
を
掲
げ
て
お
く
。

1319
⚘

不
可
虫
拂
箱
事

一
通
（
151
函
15
〔
⚑
〕）

○
鎌
倉
後
期
寫
、
仁
真
筆
、
折
紙
、
高
山
寺
朱
印
、
無
點
、
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（
奥
書
）
此
内
合
點
分
者
向
後
／
不
可
被
出
之
／
玄
應
元
年
後
七
月
廿
七
日
／

仁
弁

こ
の
資
料
は
、
方
便
智
院
第
二
世
仁
真
（
1228
～
1320
）
が
、
当
時
の
聖
教
目
録
で
あ
る
（
仮
称
）⽝
聖
教
目
録
禅
上
房

書
籍

（
注
10
）⽞

と
⽝
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内

真
言
書
目
録
⽞
の
一
部
分
の
箱
を
示
し
、⽛
虫
払
い
を
す
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
⽜
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
す
で
に
高
山
寺
で
は
虫

払
い
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
現
存
最
古
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
仁
真
に
よ
る
こ
の
資
料
の
作
成
時
期
や
虫
払
い
を
不
可
と
し
た
理

由
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
の
元
応
元
年
に
同
じ
く
方
便
智
院
第
三
世
仁
弁
が
、
後
者
の
真
言
書
目
録
の
う
ち
第
六
箱
か
ら
九
箱
は
、

ふ
た
た
び
⽛
虫
払
い
で
取
り
出
す
こ
と
を
不
可
と
す
る
⽜
と
追
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
応
元
年
は
、
開
祖
の
明
恵
上
人
没
後
お
よ
そ
一
〇

〇
年
、
高
山
寺
に
お
い
て
聖
教
目
録
が
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
建
長
年
間
か
ら
も
七
〇
年
ほ
ど
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
こ
れ
ら
聖
教
や

保
管
さ
れ
て
い
る
聖
教
箱
の
中
に
は
虫
払
い
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
破
損
が
進
ん
で
い
た
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。ほ

か
に
中
世
の
虫
払
い
記
録
は
以
下
の
資
料
に
見
え
る
。

1518
⚙

野
胎
口
決
鈔

一
帖
（
第
二
部
43
）

○
南
北
朝
時
代
貞
和
六
年
写
、
粘
葉
装
、
原
表
紙

（
奥
書
）
前
半
省
略

貞
和
六
年
二
月
十
六
日
於
東
大
寺
安
養
院
写
之
／
于
時
相
当
彼
岸
結
日
耳

金
剛
子
御
判

（
墨
書
別
筆
）
此
冊
石
山
座
主
杲
ー守
僧
正
筆
跡
／
永
正
十
五
年
六
月
十
六
日
虫
払
之
次
／
敬
注
之

尊
海
四
十

七
才
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1536
10

高
山
寺
縁
起

一
冊
（
第
一
部
299
［
⚒
］）

○
室
町
時
代
永
正
十
一
年
写
、
弁
朝
写
、
袋
綴
、
紙
背
ニ
年
代
記
ア
リ
、
高
山
寺
朱
印
、
原
表
紙

（
表
紙
）⽛
身
箱
⽜⽛
方
便
智
院
⽜

（
奥
書
）
省
略
（
別
筆
）
天
文
第
五
丙
申
七
月
十
七
日
以
虫
払
之
次
少
〻
被
見
之

未
校
本
也
求
得
証
本
可
校
合
者
也

権
少
僧
都
奝
怡
（
花
押
）

1577
11

明
恵
上
人
夢
記

一
帖
（
148
函
87
〔
⚑
〕）

○
鎌
倉
初
期
写
、
明
恵
筆
、
綴
葉
装
、
片
仮
名
交
リ
文
、
方
便
智
院
朱
印

（
奥
書
）
真
性
御
記
内
乍
恐
付
紙
紛
失
之
用
／
意
付
紙
文
写
置
之
又
紙
捻
結
／
付
之
是
又
同
意
也
／
当
山
御
居
住
間
事
／
院
宣
等
／

右
玄
密
上
人
仁
真
手
跡
也
虫
払
之
／
次
天
正
五
年
壬
七
月
八
日
如
此
／
染
愚
毫
了

真
性
七
十
六

1578
12

常
㐂
院
流
伝
受
記

一
冊
（
95
函
14
）

○
室
町
時
代
天
正
七
年
写
、
菊
淵
筆
、
十
無
盡
院
単
廓
朱
印
、
無
点
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（
表
紙
）
菊
淵

（
奥
書
）（
前
半
省
略
）
時
天
正
七
年
／
六
月
十
五
日

菊
淵

（
追
筆
）（
前
半
省
略
）
虫
払
之
次
□
（
聊
カ
）子

細
注
者
也
／
于
時
天
正
六
戊
寅
十
二
月
十
一
日

真
性
判

こ
れ
ら
四
点
は
す
べ
て
室
町
時
代
後
期
十
六
世
紀
の
記
録
で
あ
り
、
室
町
時
代
初
中
期
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
時
期
、
高
山

寺
の
寺
院
と
し
て
の
機
能
が
弱
体
化
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
11
）。

四
─
二

近
世
の
虫
払
い

江
戸
時
代
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
時
期
を
通
し
て
虫
払
い
の
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
前
の
時
代
に
あ
っ
た
多
く
の
戦

乱
や
災
害
な
ど
を
乗
り
越
え
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
寄
進
を
う
け
た
こ
と
に
よ
り
寺
院
や
経
蔵
、
典
籍
の
修
理
と
そ
の
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
一
致
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
、
資
料
も
多
く
、
長
期
に
わ
た
る
分
布
を
示
し
て
い
る
た
め
に
、⽝
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
⽞
の
凡
例
に
従
い
次
の
よ
う

に
三
期
に
区
分
す
る
。

江
戸
時
代
初
期

元
和
（
1615
）
～
延
宝
（
1680
）

江
戸
時
代
中
期

天
和
（
1681
）
～
安
永
（
1780
）

江
戸
時
代
後
期

天
明
（
1781
）
～
慶
応
（
～
1867
）

以
下
、
虫
払
い
の
記
録
の
あ
る
年
代
順
に
、
資
料
名
・
所
蔵
番
号
・
体
裁
・
奥
書
の
順
に
記
載
す
る
。
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四
─
三

江
戸
時
代
初
期

1633
13

仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
高
山
寺
置
文
（
高
山
寺
古
文
書
第
一
部

二
七
一
）

（
前
半
省
略
）

・
・
・
従
尓
巳
還
歳
月
久
積
、
或
為
兵
火
焼
失
、
或
為
雨
露
損
滅
、
才
免
乎
其
災
一
百
余
合
矣
、
於
此
近
又
不
法
之
輩
竊
出
先
徳
之
筆

跡
、
備
世
俗
之
所
弄
、
予
聞
此
事
、
談
武
家
直
臣
之
許
、
深
下
勘
責
也
、
此
砌
率
金
剛
乗
教
之
門
弟
、
課
如
法
持
律
之
僧
侶
、
登
禅
定

之
堂
居
空
寂
之
窓
、
考
古
録
分
部
帙
、
聚
散
在
之
法
文
、
正
前
後
之
乱
脱
、
勵
随
分
之
力
見
定
既
畢
、
而
尚
恐
後
世
之
紛
失
、
故
続
其

闕
目
凡
成
八
巻
懸
之
亀
鏡
矣
、
然
小
智
之
所
業
更
非
事
首
尾
、
只
志
之
所
之
令
法
久
住
小
補
而
巳
、

寛
永
十
年
十
一
月
二
日

沙
門
覚
深

1634
14

仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
高
山
寺
置
文
（
高
山
寺
古
文
書
第
一
部

二
七
二
）

（
前
半
省
略
）

一
縦
雖
我
房
舎
、
仏
具
・
霊
宝
・
本
尊
・
聖
教
、
不
可
任
意
沽
却

（
中
略
）

一
顕
密
経
蔵
、
為
例
年
之
儀
、
起
首
六
月
廿
一
日
迄
に
、
晦
日
一
旬
之
間
、
可
有
虫
払
、
其
砌
可
請
寺
務
之
証
明
、
付
、
以
八
巻
新
目
録

一
々
可
勘
合
之
、
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一
於
東
経
蔵
者
、
寺
僧
一
﨟
・
出
世
知
事
以
両
判
可
封
之
、
於
西
経
蔵
者
、
正
流
聖
教
并
代
々
真
筆
等
安
置
之
間
、
輙
不
可
開
之
、

仍
従
寺
務
令
封
之
所
也
、
寺
僧
等
為
所
学
申
出
之
節
者
、
請
証
明
可
開
之
、
於
未
潅
頂
之
輩
者
不
可
出
入
之

一
顕
密
聖
教
等
、
隣
山
之
外
遠
方
不
可
借
出
之
、
雖
似
此
狭
心
慳
法
、
令
永
々
不
紛
失
計
也
、
頃
来
間
所
見
聞
所
々
分
散
、
仍
深
制

之
、
若
借
出
之
時
者
、
可
取
申
出
之
状
、
且
又
及
多
年
令
抑
留
者
、
出
世
知
事
可
令
催
促
返
付
之
、

右
条
々
、
為
永
代
之
制
誡
、
粗
考
旧
記
訪
古
法
所
定
置
也
、
若
於
疎
畧
之
輩
者
、
一
両
度

加
教
訓
、
将
令
謝
其
過
、
重
畳
違
犯
者
、
挙
衆
黙
然
不
得
為
同
行
、
尚
居
山
中
令
致
住
者

之
攀
縁
者
、
申
子
細
於
寺
務
、
任
戒
律
之
旨
永
以
可
擯
出
者
也
、

寛
永
十
一
年
二
月

日

沙
門
（
花
押
）

こ
の
覚
深
法
親
王
に
よ
る
置
文
の
内
容
は
、
奥
田
氏
に
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
注
12
）。
以
下
、
傍
線
部
分
を
中
心
に
適
宜
引
用
紹
介
す
る
。

（
前
半
省
略
）

二
、
そ
れ
ら
（
明
恵
上
人
以
来
の
典
籍
）
が
長
い
年
月
の
う
ち
、
兵
火
に
焼
か
れ
、
雨
露
に
損
じ
て
、
一
百
余
合
が
災
を
免
れ
得
な
か
っ

た
。

三
、
近
頃
は
又
、
古
人
の
筆
跡
を
世
俗
の
弄
び
物
に
備
え
る
た
め
に
、
ひ
そ
か
に
持
ち
出
す
不
法
の
輩
が
い
る
。

（
中
略
）

五
、
又
後
世
の
紛
失
を
恐
れ
て
、
目
録
八
巻
を
作
っ
た
。



― 125 ―― 124 ―

（
一
五
）

北海学園大学人文論集 第 73 号(2022 年⚘月)聖教の虫払い（徳永）

六
、
顕
密
経
蔵
は
例
年
の
儀
と
し
て
、
六
月
に
虫
払
い
を
行
い
、
八
巻
の
新
目
録
と
一
々
に
勘
合
す
る
。

（
以
下
、
略
）

右
の
通
り
、
江
戸
時
代
寛
永
期
の
覚
深
法
親
王
に
よ
る
措
置
に
よ
り
、
中
世
の
混
乱
状
態
が
一
応
止
め
ら
れ
、
現
状
の
把
握
と
保
管
の
体

制
が
整
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
補
足
す
る
に
、
虫
払
い
は
こ
れ
を
⽛
例
年
之
儀
⽜
と
し
六
月
廿
一
日
ま
で
に
作
業
を
開
始
し
、
六
月
末
日
ま
で
に
は
終
了
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
の
虫
払
い
に
合
わ
せ
て
、
新
規
に
作
成
し
た
聖
教
目
録
（
新
目
録
）
と
対
応
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
、
高
山
寺
に
お
け
る
虫
払
い
の
記
録
は
増
加
す
る
。
以
下
、
引
き
続
き
、
虫
払
い
の
記
録
が
あ
る
年
代
順
に
一
覧
し
て
い
く
。

1635
15

借
リ
引
付

包
紙

一
通
（
172
函
⚔
〔
29
〕
ⅰ
）

○
江
戸
時
代
寛
永
十
三
年
写
、
高
山
寺
朱
印
、

（
表
）
借
リ
引
付

（
裏
）⽛
寛ママ
十
二
虫
払
自
真
東

至
臺
十
五

了
／
石
水
院
経
蔵
／
寛
永
十
三

※
本
資
料
裏
書
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
、⽛
自
真
東
至
臺
十
五
⽜
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛
永
年
間
の
経
蔵
整
備
に
よ
り
、
高
山
寺

の
経
蔵
を
、
顕
密
聖
教
に
分
け
、
密
経
蔵
分
を
⽛
真
⽜
は
真
言
書
、⽛
東
⽜
は
東
坊
方
便
智
院
、⽛
臺
⽜
は
法
皷
臺
と
分
類
し
た
、
そ
の
分

類
に
応
じ
た
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
寛
永
十
二
年
の
虫
払
い
は
、
右
の
三
蔵
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
こ
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と
が
判
明
す
る
。
高
山
寺
に
は
、
他
に
高
山
寺
聖
教
目
録
に
対
応
し
た
顕
聖
教
と
、
法
皷
臺
聖
教
の
十
六
箱
以
降
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
こ
の
分
に
つ
い
て
の
虫
払
い
の
記
録
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
法
皷
臺
聖
教
が
な
ぜ
十
五
箱
ま
で
な
の
か
に
つ
い

て
は
未
勘
で
あ
る
。

1637
16

仏
眼
法
包
紙

一
紙
（
177
函
56
）

（
表
書
）
仏
眼
法
本
願
御
自
筆
御
草
本
也
⽛
木
上
⽜⽛
東
二
箱
⽜

（
内
書
）（
朱
書
）⽛
寛
永
十
四
年
七
月
廿
九
日
虫
払
之
時
／
合
点
了
⽜

17

嘉
禄
元
年
行
寛
敬
白
文

一
巻
（
第
一
部
282
［
⚒
］）

○
鎌
倉
時
代
嘉
禄
元
年
写
、
行
寛
筆
、
巻
子
本
、
金
銀
打
曇
料
紙
、
高
山
寺
朱
印
、
無
点
、

（
奥
書
）
嘉
禄
元
年
八
□
六
日
／
弟
子
［
権
］

法
眼
和
尚
位
行
寛
敬
白

（
別
筆
）（
前
半
省
略
）

此
願
文
朽
損
之
間
今
度
令
取
出
之
被

仰
付
修
補
了

如
元
雖
可
被
納
白
光
神
社
壇
向
後
而？
露？
損
失

恐

御
之
故
石
水
院
経
蔵
筁
之
内
眼
箱
被
令
納
之
了

仍
新
書
写
之
被
奉
納
彼
社
壇
了

寛
永
十
四
年
七
月
廿
三
日
虫
払
之
次
記
之
了
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1637
（
推
定
）

18

光
言
句
義
釈
聴
集
記
巻
上

一
冊
（
118
函
49
）

○
江
戸
時
代
貞
享
元
年
写
、
袋
綴
装
、
永
弁
筆
、
片
仮
名
交
リ
文
、

（
奥
書
）
正
元
ゝ
年
五
月
十
日
挍
合
了
仁
真
之

写
本
云
／
高
山
寺
石
水
院
密
教
蔵
虫
払
之
次
申
／
出
之
奉
誂
宮
内
卿
大
法
師
宏
縁
令
書
寫
之
／
了
件
本
方
便
智
院
仁
真
上
人
御
自
筆

也
（
中
略
）

于
時
寛
永
十
四
年
冬
十
月
十
六
日
於
観
海
／
院
寝
殿
令
一
返
挍
合
之
次
記
之
了
／
金
剛
仏
子
顕
証
（
以
上
本
奥
書
）

貞
享
元
三
月
四
日
以
中
坊
経
蔵
／
之
御
本
書
写
之
了
／
沙
門
永
弁

※
本
資
料
は
、
寛
永
十
四
年
宏
縁
が
書
写
し
た
も
の
に
顕
証
が
校
合
し
た
と
あ
る
本
奥
書
か
ら
便
宜
上
、
こ
こ
に
置
い
た
。

1648
～
165219

菩
提
心
記
決

一
冊
（
127
函
38
）

○
江
戸
初
期
寫
、
袋
綴
装
、
朱
句
切
、

（
奥
書
）（
本
奥
書
省
略
）

慶
安
□
年
六
月
二
日
虫
拂
之
砌
／
以
石
水
院
密
経
蔵
之
御
本
寫
之
了
／
琳
弁

※
年
号
部
分
破
損
の
た
め
、
慶
安
年
間
と
し
こ
こ
に
置
い
た
。
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1650
20

高
野
中
院
御
堂

一
冊
（
112
函
18
）

○
江
戸
時
代
慶
安
三
年
写
、
永
弁
筆
、
袋
綴
装
、⽛
十
無
盡
院
⽜
複
廓
朱
印
、
無
点
、
原
表
紙

（
奥
書
）
慶
安
三
年
六
月
日
當
寺
虫
払
之
次
／⽛
申（墨
消
）出⽜

石
水
院
経
蔵
御
本
申
出
写
書
之
了
／
栂
尾
山
中
住
／
永
弁

21

諸
祖
師

一
冊
（
117
函
33
）

○
江
戸
時
代
慶
安
三
年
写
、
琳
弁
筆
、
袋
綴
装
、
墨
點
（
仮
名
、
慶
安
三
年
）

（
表
紙
）⽛
以
石
水
院
経
蔵
写
之
了
／
花
厳
宗
琳
弁
⽜

（
奥
書
）［
本
云
］
大
治
五
年
六
月
一
日
草
之
（
以
上
本
奥
書
）

慶
安
三
六
月
廿
三
日
／
虫
払
尅
書
了
／
僧
琳
弁
／
一
交

1664
22

随
求
事

一
冊
（
126
函
37
）

○
江
戸
時
代
寛
文
四
年
写
、
慈
弁
筆
、
袋
綴
装
、
朱
點
（
仮
名
、
江
戸
初
期
）

（
表
紙
）
慈
弁

（
奥
書
）
写
本
云
／
正
元
二
年
三
月
廿
日
書
写
了

仁
真
（
以
上
本
奥
書
）

寛
文
四
年
／
六
月
廿
五
日
虫
払
之
節
／
書
写
了
／
石
水
院
経
蔵
本
／
借
出
書
写
了
／
沙
門
慈
弁
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1665
23

高
山
随
聞
秘
密
抄
・
栂
尾
上
人
御
遺
訓
抄出

一
巻
（
148
函
34
）

○
江
戸
時
代
寛
文
五
年
写
、
琳
弁
筆
、
巻
子
本
、
片
仮
名
交
リ
文
、

（
奥
書
）
本
云
／
正
嘉
三
年
四
月

日
書
写
之
／
此
聞
書
者
上
人
御
口
决
義
渕
房
／
記
之
而
以
光
経
僧
都
類
聚
之
／
即
彼
僧
都
之
本

一
見
之
次
／
書
止
之
了

仁
真
（
以
上
本
奥
書
）

寛
文
五
乙巳

年
六
月
廿
六
日
以
石
／
水
院
御
本
虫
払
ノ
中
写
／
琳
弁

24

観
智
記
上
中
下

一
冊
（
119
函
65
）

○
江
戸
時
代
寛
文
五
年
写
、
袋
綴
装
、
十
無
盡
院
複
廓
朱
方
印
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、

（
表
紙
）⽛
十
無
盡
院
⽜

（
奥
書
）（⽛
中
⽜
末
尾
）
寛
文
五
乙

巳

年
六
月
廿
二
日
虫
払
之
／
次
手
写
取
之
了
写
本
石
水
院
／
経
蔵
之
本
也

沙
門
永
弁

1666
25

持
経
講
式

一
巻
（
113
函
⚗
）

○
江
戸
時
代
寛
文
六
年
写
、
礼
弁
筆
、
巻
子
本
、
高
山
寺
朱
印
、⽛
十
無
盡
院
⽜
複
廓
朱
印
、

（
奥
書
）
写
本
云
／
建
保
二
年
臘
月
七
日
夜
丑
時
於
高
雄
寺
梅
尾
住
房
草
之
了
／
沙
門
高
弁

同
八
日
子
尅
点
之
了
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（
朱
書
）⽛
五
挍
已
了
⽜
（
以
上
本
奥
書
）

于
時
寛
文
六
年
六
月
廿
七
日
／
虫
払
之
件
御
本
写
取
之
了
／
沙
門
礼
弁

（
別
筆
）⽛
文
政
七
年
甲
申
霜
月
念
八
日
再
挍
了
／
沙
門
僧
護
誌
之
⽜

26

華
厳
仏
光
観
聞
書

一
冊
（
123
函
14
）

○
江
戸
時
代
寛
文
六
年
写
、
永
弁
筆
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
、

（
表
紙
）
十
無
盡
院

（
奥
書
）
寛
文
六
年
六
月
廿
八
日
虫
払
之
／
次
自
雑
之
箱
取
出
之
了
／
大
切
之
聞
書
故
雖
少
〻
不
／
足
写
書
之
了
／
花
厳
宗
永
弁

1671
27

華
厳
入
法
界
四
十
二
字
輪
瑜
伽
法
（
外
題
）
一
帖
（
129
函
10
〔
⚑
〕）

○
江
戸
時
代
寛
文
九
年
写
、
永
弁
筆
、
粘
葉
装
枡
型
、（
以
下
略
）

（
表
紙
）
慧
友

（
奥
書
）（
本
奥
書
省
略
）

寛
文
九
己

酉

年
十
月
八
日
以
石
水
院
／
経
蔵
本
写
書
之
了
／
花
厳
宗
小
子
／
永
弁

（
紙
背
）（
途
中
略
）

先
師
上
人
自
筆
書
給
之
／
定
真
／
寛
文
十
一
年
六
月
廿
二
日
虫
払
之
次
以
／
石
水
院
経
蔵
書
写
之
了
／
沙
門
永
弁
之
（
以
上
本
奥

書
）／
文
政
十
二
年
七
月
一
日
於
于
楞
伽
山
／
一
挍
了
慧
友
護
記
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28

常
修
仏
光
観
略
次
第

一
冊
（
48
函
17
）

○
江
戸
時
代
寛
文
十
一
年
写
、
永
弁
筆
、
袋
綴
装
、
墨
點
（
仮
名
、
寛
文
十
一
年
）

（
奥
書
）
寛
文
十
一
年
林
鐘
廿

／
以
石
水
院
経
蔵
本
写
之
□
／
永
弁
之

（
継
目
）
寛
文
十
一
年
六
月
廿
四
日
虫
払
□
（
之
カ
）／

砌
石
水
院
経
蔵
本
写
了
／
永
弁

1673
29

阿
弥
陀
〔
包
紙
〕
一
紙
（
124
函
22
）

○
鎌
倉
後
期
写
、
高
山
寺
朱
印
、
紙
背
文
書
（
寛
元
二
年
比
丘
恵
蔵
請
諷
誦
事
）
ア
リ
、

（
表
書
）⽛
廿
五
菩
薩
種
子
／
上
人
筆
為
表
／
具
取
出
之
了
／
延
宝
元
年
六
月
廿
五
日
／
虫
払
次
⽜

30

正
月
十
九
日
講
経

一
冊
（
197
函
22
）

○
江
戸
時
代
寛
文
十
三
年
写
、
永
弁
筆
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、

（
表
書
）
遍
友
童
子
／
康
応
二
年
／
正
月
十
九
日
講
経

高
祐

（
奥
書
）
寛
文
十
三
年
七
月
四
日
／
以
石
水
院
経
蔵
之
本
奥
／
不
足
也
定
経
可
有
之
間
／
後
見
出
可
書
補
者
也
／
大
切
之
本
／
沙
門

永
弁

（
追
記
）
此
講
経
等
ハ
東
十
八
箱
有
之
／
但
目
録
之
外
去
々
散
在
余
／
箱
可
有
之
間
虫
拭
之
次
可
相
／
尋
者
也

仏
子
永
弁

※
本
資
料
は
、
寛
文
十
三
年
永
弁
書
写
本
で
あ
り
、
石
水
院
経
蔵
本
を
書
写
し
た
が
不
足
分
が
あ
り
、
こ
れ
は
後
に
見
つ
け
出
し
て
補
写

す
べ
き
で
あ
る
と
奥
書
に
記
し
た
後
に
、
こ
の
元
の
講
経
は
⽛
東
十
八
箱
⽜（
東
坊
方
便
智
院
聖
教
）
に
あ
る
が
、
目
録
外
で
あ
る
の
で
虫
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払
い
（
虫
拭
）
の
時
に
探
し
出
す
べ
し
、
と
追
記
し
て
い
る
。
こ
の
追
記
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
に
永
弁
に
よ
る
記
事
で
あ
る

の
で
一
応
寛
文
十
三
年
の
所
に
お
い
て
お
く
。

1677
31

尊
勝
陀
羅
尼
法

一
冊
（
87
函
118
）

○
江
戸
時
代
延
宝
五
年
写
、
袋
綴
装
、
墨
點
（
仮
名
、
延
宝
五
年
）

（
奥
書
）
延
宝
五
年
六
月
廿
六
日
虫
拂
之
日
書
写
之
／
東
第
九
箱
之
内
也

32

探
玄
九十

（
華
厳
論
議
草
）
一
冊
（
119
函
23
）

○
江
戸
時
代
初
期
写
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
朱
點
（
合
点
）

（
奥
書
）
右
廿
一
日
廿
二
日
廿
三
日
廿
四
日
予
虫
払
皈
山
故
落
席
／
也
其
后
某
聞
書
備
用
写
之
奉
也

※
こ
の
資
料
は
虫
払
い
に
関
す
る
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
書
写
年
代
か
ら
、
便
宜
上
江
戸
時
代
初
期
の
末
尾
に
お
い
た
。

四
─
四

江
戸
時
代
中
期

1687
33

十
一
面
神
咒
心
經
義
疏

一
冊
（
118
函
38
）

○
江
戸
時
代
貞
享
四
年
写
、
袋
綴
装
、
無
点
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（
奥
書
）
本
云
／
保
元
〻
年
壬
九
月
廿
二
日
挍
書
了
（
以
上
本
奥
書
）

貞
享
四
年
卯
年
六
月
十
一
日
以
石
水
院
古
本
写
了
／
去
年
六
月
虫
払
ノ
節
北
野
観
音
寺
態
〻
被
登
／
山
此
疏
写
申
度
懇
切
望
ノ
間
予

令
取
次
令
／
写
了
今
年
可
早
返
納
間
率
尓
ニ
写
留
雖
然
／
悪
筆
難
儀
可
有
謬
書
又
料
帋
為
麁
／
相
上
品
以
難
求
得
任
所
有
無
是
非
／

求
法
乞
者
秀
弁

1708
34

廣
傳
受
記
奝
怡

一
冊
（
87
函
112
）

○
江
戸
時
代
宝
永
五
年
寫
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
朱
點
（
仮
名
、
宝
永
五
年
）

（
奥
書
）
寶
永
五
年
六
月
日
御
経
蔵
御
虫
拂
之
節
以
心
蓮
院
奝
怡
自
筆
之
本
書
寫
之
了

1729
35

能
浄
一
切
眼
疾
病
陀
羅
尼
経

一
冊
（
61
函
10
）

○
江
戸
時
代
享
保
十
四
年
写
、
惟
圭
範
海
筆
、
袋
綴
装
、
朱
句
切
、

（
奥
書
）
享
保
十
四
歳
次
己
酉
六
月

虫
払
之
日
□
（
？
）本

蠹
損
朽
敗

故
書
写
納
之

洛
東
智
積
下
総
僧
／
惟
圭
範
海
謹
写

36

大
随
求
陀
羅
尼
註

一
帖
（
125
函
12
）
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○
平
安
時
代
安
元
二
年
写
、
粘
葉
装
、
高
山
寺
朱
印
、
押
界
、
無
点

（
奥
書
）
書
本
云
寛
治
六
年
三
月
十
一
日
砂
（
マ
マ
）門
明
覚
勘
注
了
（
以
上
、
本
奥
書
）

（
朱
書
）⽛
交
点
了
⽜

安
元
二
年
八
月
四
日
於
桜
井
房
書
写
了
／
文
治
第
五
之
歳
初
冬
上
旬
之
候
於
鎌
倉
之
／
庵
室
書
写
了

（
別
筆
）⽛
享
保
十
四
歳
次
己
酉
六
月
虫
払
之
日
修
補
之
／
智
積
輪
下
下
総
国
僧
惟
圭
範
海
⽜

1732
37

保
壽
院
小
折
紙

開
帳
之
大
事

一
通
（
94
函
⚑
〔
16
〕）

○
享
保
十
七
年
密
弁
写
、
折
紙
、
墨
界
、

（
奥
書
）
享
保
十
七
年
子
七
月
九
日
十
無
盡
院
聖
教
箱
／
虫
払
之
時
分
善
財
院
密
弁
書
写
之
了

1743
38
寛
保
三
癸
亥
七
月
虫
拂
筁
目
録

一
冊
（
175
函
14
）

○
江
戸
時
代
寛
保
三
年
寫
、
密
弁
筆
、
袋
綴
装
、
無
點
、

※
本
資
料
は
、
虫
払
い
と
と
も
に
文
書
目
録
で
あ
る
⽝
筁
入
子
六
合
目
録
⽞
と
の
何
ら
か
の
照
合
を
し
た
記
録
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存

す
る
⽝
筁
入
子
六
合
目
録
⽞
記
載
の
資
料
と
は
一
致
し
な
い
と
み
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
不

明
で
あ
る
。
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1744
39

梅
尾
御
物
語
三

一
冊
（
148
函
16
）

○
江
戸
時
代
延
享
元
年
写
、
宥
深
筆
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
、
原
表
紙

（
表
紙
）
東
第
三
箱
／
木
中

（
奥
書
）
延
享
元
甲

子

六
月
虫
払
之
節
書
写
之
／
時
于
延
享
二
乙

丑

閏
極
月
上
旬
ニ
／
法
事
畢
也
／
花
厳
宗
沙
門
／
非
人
宥
深
／
但
シ
上

中
之
本
以
前
ヨ
リ
有
之
候
所
／
此
本
ハ
今
度
写
者
也
悪
筆
ニ
而
候
也

（
別
筆
）⽛
寛
政
六
年
六
月
廿
二
日
虫
払
之
日
挍
合
了
宥
澄
／
此
本
缺
本
歟
経
蔵
本
モ
同
之
未
勘
⽜

※
同
一
資
料
に
二
度
に
わ
た
っ
て
虫
払
い
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
存
在
す
る
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
原
資
料
た
る
⽝
梅
尾
御

物
語
（
栂
尾
御
物
語
）⽞
は
、
高
山
寺
に
と
っ
て
明
恵
上
人
の
伝
記
と
い
う
重
要
典
籍
で
あ
る
の
で
、
江
戸
時
代
延
享
元
年
の
虫
払
い
の
時

に
宥
深
が
書
写
し
、
そ
の
五
十
年
後
、
寛
政
六
年
に
弟
子
の
宥
澄
が
虫
払
い
に
合
わ
せ
て
、
原
本
と
校
合
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

1768
40

神
護
寺
灌
頂
記
録

一
冊
（
117
函
38
）

○
江
戸
時
代
明
和
五
年
写
、
宏
証
筆
、
袋
綴
装
、
無
点

（
外
題
）⽛
灌
頂
暦
名
⽜

（
表
紙
）⽛
勒
息
宏
証
⽜

（
奥
書
）
右

大
師
御
直
筆
云
高
雄
山
灌
頂
記
録
一
巻
并

／
後
宇
多
院
御
宸
筆
之
御
添
翰
一
紙
予
幸
蒙
今
年
／
為
虫
払
可
登
彼
山
之



― 113 ―

（
二
六
）

― 112 ―

北海学園大学人文論集 第 73 号(2022 年⚘月)聖教の虫払い（徳永）

厳
命
自
六
月
三
日
至
于
同
九
日
／
奉
拝
見
之
序
一
宗
本
懐
感
悦
之
余
不
顧
悪
筆
強
奉
書
写
之
了
／
明
和
五
年
六
月
上
旬

少
僧
都
宏

証

※
こ
れ
は
、
明
和
五
年
六
月
三
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
神
護
寺
で
虫
払
い
を
し
た
際
に
、
空
海
自
筆
の
⽝
灌
頂
暦
名
⽞
を
宏
証
が
書
写
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
厳
密
に
は
高
山
寺
以
外
で
の
虫
払
い
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
虫
払
い
に
高

山
寺
僧
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
数
少
な
い
記
録
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
あ
げ
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

四
─
五

江
戸
時
代
後
期

1789
41

正
天
開
眼
用
心

一
帖
（
89
函
26
〔
22
〕）

○
江
戸
時
代
寛
政
元
年
写
、
宥
澄
筆
、
折
本
装
枡
型
、
墨
點
（
仮
名
、
江
戸
初
期
）

（
端
裏
識
語
）⽛
寛
政
元
年
晩
秋
虫
払
之
時
俄
写
補
之
宥
澄
拝
□

（
奥
書
）
交
了

1796
42

目
録

一
帖
（
133
函
31
）

○
江
戸
時
代
寛
政
八
年
寫
、
大
和
綴
、
折
紙
二
紙
、

（
端
書
）⽛
寛
政
八
年
虫
拂
⽜
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1798
43

光
明
真
言
事

一
冊
（
88
函
28
）

○
江
戸
時
代
文
久
二
年
写
、
袋
綴
装
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
無
点

（
奥
書
）
原
本
云
／
右
八
帖
八
紙
寛
政
十
宝
庫
虫
拂
之
砌
／
早
〻
書
写
了
但
原
本
以
一
校
了
宥
証
／
為
自
他
円
証
無
上
大
菩
提
也

文
久
貳
年
壬
戌
晩
夏
仲
旬
書
写
之
訖
／
同
仲
秋
令
繕
写
之
了
抑
此
大
事
者
／
吾
山
深
重
之
口
訣
也
叨
不
可
有
外
／
伝
而
己
／
栂
嶺
遺

法
末
資
誠
（
マ
マ
）

1816
44

高
雄
山
紺
紙
金
字
一
切
経
奥
書

一
通
（
137
函
17
〔
⚓
〕）

（
奥
書
）
文
化
十
三
虫
拂
之
節
實
寫
／
文
政
二
年
己卯

六
月
四
日
曝
涼
之
節
自
普
賢
僧
正
經
覽
／
書
寫
之

判

（
○
⽛
久
安
五
年
己

巳

十
二
月
廿
六
日
校
正
了
⽜
ノ
奥
書
ヲ
記
ス
）

※
本
資
料
に
、
二
度
に
わ
た
る
虫
払
い
（
曝
涼
）
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
存
し
て
い
る
の
が
識
語
部
分
の
み
で
り
、
書
写
、

虫
払
い
、
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

1820
45

奥
書

一
通
（
137
函
15
〔
26
〕）
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○
江
戸
時
代
文
政
三
年
寫
、
切
紙
、
無
點
、

（
墨
書
）⽛
文
政
三
年
庚
辰
六
月
廿
七
日
虫
拂
之
次
拝
見
之
寫
留
了
／
本
紙
在
于
筁
六
合
之
内
舌
之
箱
中
／
沙
門
宏
經
⽜

※
137
函
15
は
⽛
写
本
類
一
括
⽜

1832
46

不
可
虫
拂
箱
事

一
通
（
157
函
29
〔
15
〕）

○
江
戸
時
代
末
期
寫
、
折
紙
、
朱
書
ア
リ
、

（
表
紙
）⽛
仁
真
⽜

（
朱
書
）⽛
天
保
三
年
壬
辰
五
月
十
九
日
命
密
護
／
令
書
寫
了

沙
門
慧
友
護
五
十
又
八
⽜

（
奥
書
）
此
内
合
點
者
向
後
／
不
可
取
出
也
／
玄
應
元
年
後
七
月
廿
七
日
／
仁
弁

※
こ
れ
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
高
山
寺
最
古
の
虫
払
い
記
録
で
あ
る
⚘
の
⽛
不
可
虫
拂
箱
事
⽜（
151
函
15
）
を
江
戸
時
代
末
期
、
天
保
三

年
に
高
山
寺
僧
の
慧
友
が
密
護
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
実
際
の
虫
払
い
の
記
録
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
時
代
に
は
実
態
の
な
い
は
ず
の
⽛
禅
浄
房
箱
⽜
な
ど
の
虫
払
い
の
記
録
を
書
写
し
た
の
か
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
も
取
り
上
げ
た
事
が
あ
り
（
注
13
）、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

五

最
後
に
、
こ
れ
ら
虫
払
い
記
録
（
⚘
～
46
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
。
虫
払
い
記
録
の
あ
る
三
十
九
点
の
中
で
、
高
山
寺
に
お
け



― 111 ―― 110 ―

（
二
九
）

北海学園大学人文論集 第 73 号(2022 年⚘月)聖教の虫払い（徳永）

る
虫
払
い
と
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
分
け
る
。
大
半
が
高
山
寺
に
お
け
る
記
録
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
他
の
寺
院
や
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
次

節
に
、
高
山
寺
以
外
で
の
虫
払
い
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
資
料
を
あ
げ
て
お
く
。

五
─
一

時
代
の
古
い
順
か
ら
あ
げ
る
と
、
⚙
は
⽛
尊
海
⽜
が
高
山
寺
僧
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
25
も
高
山
寺
本
を
書
写
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
が
、⽛
礼
弁
⽜
と
い
う
僧
名
が
高
山
寺
に
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
⽛
永
弁
⽜
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
他
日
、
原
本
調
査
の
機
会
を
得
て

確
認
し
た
い
。
29
、
32
、
33
、
42
も
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
山
寺
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
記
述
が
少
な
く
伝
来
の
確
証
が
掴
め

な
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
明
ら
か
に
高
山
寺
以
外
の
他
寺
院
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
寺
院
ご
と
に
あ
げ
て
お
く
。

34
は
、⽛
御
経
蔵
虫
払
い
の
時
、
心
蓮
院
本
を
書
写
⽜
し
た
と
い
う
奥
書
か
ら
、
仁
和
寺
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
古
来
、
仁
和
寺
と
高
山

寺
の
つ
な
が
り
は
深
く
、
現
在
の
経
蔵
に
も
多
く
の
仁
和
寺
関
係
の
聖
教
や
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
智
積
院
と
考
え
ら
れ
る

資
料
は
35
、
36
で
あ
る
。
高
山
寺
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
慧
友
が
も
と
も
と
智
積
院
の
僧
侶
で
あ
り
、
そ
の
後
高
山
寺
に
移
っ
た
こ
と
と
関

係
が
考
え
ら
れ
る
。

神
護
寺
と
の
関
わ
り
が
想
起
さ
れ
る
の
は
、
40
、
44
で
あ
る
。
両
資
料
と
も
に
神
護
寺
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
で
あ
る
が
、
特
に
40
は
高

山
寺
僧
が
虫
払
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
重
要
で
あ
る
。

五
─
二

右
に
見
て
き
た
と
お
り
、
高
山
寺
以
外
の
寺
院
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
、
あ
る
い
は
、
不
明
確
な
記
録
も
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
こ
で
、
以
下
は
高
山
寺
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
も
の
を
中
心
に
時
代
ご
と
に
そ
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
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と
と
す
る
。

中
世
の
高
山
寺
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
は
、
鎌
倉
時
代
一
点
、
室
町
時
代
後
期
三
点
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
は
少
な
い
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
経
蔵
の
虫
払
い
を
実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
直
接
関
わ
る
訳
で
は
な
く
、
寺
院
と
し
て
の
経
営
が
困
難

な
状
態
で
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
⽝
方
便
智
院
聖
教
目
録
（
注
14
）⽞
の
よ
う
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔵

書
点
検
に
伴
う
虫
払
い
は
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
は
、
や
は
り
寛
永
年
間
の
寺
内
復
興
事
業
を
経
て
、
経
蔵
の
再
整
備
が
行
わ
れ
、
仁
和
寺
覚
深
法
親
王
に
よ
る
措
置
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
定
期
的
な
虫
払
い
と
蔵
書
点
検
、
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
虫
払
い
は
二
十
三
点
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の

内
、
十
七
点
が
江
戸
時
代
初
期
に
集
中
し
て
い
る
。
中
で
も
、
寛
永
以
降
、
慶
安
あ
た
り
ま
で
の
二
十
年
間
と
、
江
戸
時
代
初
中
期
に
か
け

て
の
西
暦
1700
年
前
後
、
元
禄
か
ら
享
保
あ
た
り
の
二
回
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

は
、
そ
も
そ
も
高
山
寺
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
時
代
に
お
け
る
明
確
な
集
中
と
い
う
事
は
な
い
。

虫
払
い
記
録
の
偏
在
は
、
高
山
寺
の
経
営
状
態
と
も
関
係
あ
ろ
う
。
高
山
寺
住
職
故
葉
上
照
澄
師
は
中
世
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て

の
高
山
寺
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
15
）。

⽛
高
山
寺
諸
院
・
諸
坊
は
後
花
園
帝
、
六
代
将
軍
義
教
の
頃
（
一
四
四
〇
頃
）
ま
で
は
相
当
の
面
目
を
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
後
土
御
門
帝
、
八
代
将
軍
義
政
の
と
き
応
仁
年
代
に
入
っ
て
戦
国
時
代
を
迎
え
る
と
、
応
仁
の
戦
乱
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
甚
大
で
、（
中

略
）
高
山
寺
は
荒
廃
に
委
ね
ら
れ
た
。（
中
略
）
こ
の
頃
（
文
明
年
間
）
か
ら
寺
運
は
漸
次
衰
微
し
、
天
文
年
代
の
中
頃
か
ら
院
坊
代
々
の
住

職
名
さ
え
見
失
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。（
中
略
）。
東
坊
方
便
智
院
代
々
も
天
文
頃
で
消
え
、
最
後
の
二
代
は
三
尊
院
代
々
と
同
名
な
の
で

三
尊
院
と
合
併
又
は
断
絶
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
に
田
中
坊
善
財
院
、
尾
崎
坊
三
尊
院
、
山
本
坊
報
恩
院
、
宝
性
院
が
高
山
寺
最
悪
の
戦

国
時
代
を
連
綿
と
存
在
し
た
ら
し
い
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
室
町
時
代
後
期
に
お
け
る
三
点
の
虫
払
い
の
記
録
は
、⽛
最
悪
の
⽜
状
態
で
あ
っ
た
高
山
寺
に
と
っ
て
奇
跡
的
な
出
来

事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

五
─
三

二
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
以
降
、
中
国
の
影
響
を
う
け
、
虫
払
い
は
七
月
七
日
を
基
点
と
し
て
前
後
の
期
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
旧
暦
の
七
月
は
、
ま
だ
夏
の
盛
り
で
あ
り
防
虫
や
聖
教
の
点
検
を
考
え
れ

ば
、
決
し
て
虫
払
い
に
は
適
切
な
時
期
と
は
言
え
な
い
。

江
戸
時
代
寛
永
年
間
に
、
仁
和
寺
覚
深
法
親
王
が
出
さ
れ
た
措
置
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
早
く
、
六
月
廿
一
日
か
ら
末
日
ま
で
に
虫
払
い
と

蔵
書
点
検
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
高
山
寺
で
は
、
こ
れ
ら
の
慣
習
を
踏
ま
え
て
、
実
際
に
は
い
つ
（
ど
の
程
度
の
期
間
で
）、
何
を

実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
月
ご
と
の
日
付
の
下
に
該
当
す
る
資
料
番
号
を
示
し
て
お
く
。

六
月
の
虫
払
い
記
録

二
日

19

二
十
二
日

24
、
27
、
39

二
十
三
日

21

二
十
四
日

28

二
十
五
日

22

二
十
六
日

23
、
31

二
十
七
日

45

二
十
八
日

26
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日
付
不
明

20
、
39

七
月
の
虫
払
い
記
録

八
日

11

九
日

37

十
七
日

10

二
十
三
日

17

二
十
七
日

⚘

二
十
九
日

16

日
付
不
明

38

そ
の
他
の
虫
払
い
記
録

十
二
月
十
一
日

12

晩
秋

41

不
明

15
、
18
、
30
、
43
、
46

他
に
、
高
山
寺
以
外
に
お
け
る
寺
院
の
虫
払
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
月
三
日
か
ら
九
日

40
（
神
護
寺
？
）

四
日

44
（
神
護
寺
？
）
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十
六
日

⚙

二
十
五
日

29

二
十
七
日

25

日
付
不
明

33
、
34
（
仁
和
寺
？
）、
35
（
智
積
院
）、
36
（
智
積
院
）

日
付
不
明

32
、
42

以
上
、
月
ご
と
（
季
節
ご
と
）
の
虫
払
い
記
録
を
一
覧
す
る
と
、
や
は
り
寛
永
年
間
の
覚
深
法
親
王
に
よ
る
置
文
の
内
容
（
六
月
廿
一
日

か
ら
）
を
忠
実
に
守
っ
て
い
た
よ
う
で
、
六
月
下
旬
に
集
中
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
特
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
は
16
、
17
以
外

は
す
べ
て
六
月
下
旬
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
17
は
、
奥
書
別
筆
部
分
に
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
願
文
が
⽛
朽
損
⽜
し
て
い
た
た

め
、
取
り
出
し
⽛
修
補
⽜
し
⽛
石
水
院
経
蔵
筁
之
内
眼
箱
⽜
に
納
め
た
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
虫
払
い
そ
の
も
の
は
六
月
中
に
行
わ
れ
、
点
検
・

修
補
を
経
た
た
め
に
七
月
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
寛
永
年
間
の
高
山
寺
整
備
に
よ
り
寺
院

の
経
営
状
態
が
相
当
適
度
回
復
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

つ
い
で
多
い
の
が
七
月
で
あ
る
が
、
中
世
に
行
わ
れ
た
例
（
⚘
、
10
、
11
）
が
目
に
付
き
、
古
来
の
伝
統
的
な
虫
払
い
の
時
期
を
踏
襲
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
絶
対
数
が
少
な
い
た
め
明
確
な
傾
向
と
い
う
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
高
山
寺
以
外
の
寺
院
に
お
い
て
も
六
月
の
虫
払
い
記
録
が
大
半
で
、
当
時
の
寺
院
の
虫
払
い
は
こ
の
時
期
に
実
施

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
経
蔵
の
虫
払
い
（
お
そ
ら
く
は
、
点
検
、
清
掃
、
収
納
）
の
日
数
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
述
の
覚
深
法
親
王
の
置
文
に
は
十
日
間

（
六
月
廿
一
日
か
ら
晦
日
一
旬
）
と
あ
っ
た
が
、
記
録
か
ら
見
え
る
の
は
次
の
資
料
で
あ
る
。
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32

探
玄
九十

（
華
厳
論
議
草
）
一
冊
（
119
函
23
）

（
奥
書
）
右
廿
一
日
廿
二
日
廿
三
日
廿
四
日
予
虫
払

こ
れ
は
⽛
予
⽜
が
虫
払
い
に
関
与
し
、
か
つ
華
厳
経
探
玄
記
を
書
写
し
た
の
が
四
日
間
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
虫
払
い
の
全
日
程

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ほ
か
に
、
神
護
寺
に
お
け
る
虫
払
い
記
録
と
思
わ
れ
る
40
に
は
、⽛
予
幸
蒙
今
年
／
為
虫
払
可
登
彼
山
之

厳

命
自
六
月
三
日
至
于
同
九
日
⽜
と
あ
り
、
こ
れ
も
六
月
に
虫
払
い
が
実
施
さ
れ
、
都
合
七
日
間
に
わ
た
っ
て
作
業
と
書
写
に
携
わ
っ
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
作
業
日
程
に
つ
い
て
確
定
的
な
こ
と
は
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
も
そ
も
奥
書
等
に
こ
の
よ

う
な
⽛
ナ
マ
の
⽜
記
録
が
残
る
こ
と
自
体
、
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
り
、
な
お
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

五
─
四

本
稿
の
最
後
に
、
虫
払
い
に
携
わ
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

仁
真
・
仁
弁

仁
真
、
仁
弁
は
⚘
の
⽛
不
可
虫
拂
箱
事
⽜
の
作
成
に
携
わ
っ
た
方
便
智
院
の
僧
侶
で
あ
り
、
か
つ
、
現
存
最
古
の
虫
払
い
の
記
録
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
高
山
寺
は
、
多
く
の
子
院
を
有
し
明
恵
上
人
示
寂
後
数
十
年
を
経
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
威
容
を
誇
っ
て
い

た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
聖
教
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
多
く
の
配
慮
を
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

奝
怡真

性
（
奝
怡
）
は
、
も
と
仁
和
寺
心
蓮
院
の
僧
侶
で
あ
り
、
高
山
寺
観
海
院
に
も
住
し
て
い
た
よ
う
で
、
は
じ
め
奝
怡
、
の
ち
に
真
性
と

改
め
た
、
室
町
時
代
後
期
の
僧
侶
で
あ
る
。
永
禄
年
間
こ
ろ
、
同
じ
高
山
寺
僧
弁
智
と
の
間
に
相
論
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
寺
内
に



― 105 ―― 104 ―

（
三
五
）

北海学園大学人文論集 第 73 号(2022 年⚘月)聖教の虫払い（徳永）

現
存
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
、
中
世
以
降
、
明
恵
上
人
以
来
継
承
す
る
、
高
山
寺
に
お
け
る
あ
る
種
の
正
当

性
を
確
立
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
⽝
持
戒
清
浄
印
信
⽞
の
伝
授
も
行
っ
て
い
る
（
注
16
）。

永
弁寛

永
年
間
の
復
興
事
業
を
秀
融
上
人
と
と
も
に
行
っ
た
⽛
中
興
⽜
と
さ
れ
る
江
戸
時
代
初
期
の
高
山
寺
僧
で
あ
る
。
永
弁
に
つ
い
て
は
筆

者
も
考
察
し
た
こ
と
が
あ
り
（
注
17
）、
以
下
略
記
す
る
。
生
年
は
寛
永
三
年
で
、
聖
教
類
か
ら
は
元
禄
七
年
ま
で
辿
れ
る
の
で
、
長
命
で
あ
っ
た
。

仁
和
寺
宥
厳
、
顕
証
か
ら
伝
授
さ
れ
て
お
り
、
仁
和
寺
、
東
大
寺
、
高
野
山
な
ど
高
山
寺
以
外
で
の
教
学
活
動
の
記
録
も
あ
る
、
真
言
宗
を

超
え
た
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
に
は
永
弁
の
書
写
に
か
か
る
聖
教
が
多
く
現
存
し
て
お
り
、
の
べ
一
〇
〇
回
程
度
の
書
写
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
虫
払
い
の
際
に
連
動
し
た
書
写
を
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
永
弁
は
記
録
の
上
で
は
十
無
盡
院

十
五
世
で
あ
り
、
表
紙
の
書
き
入
れ
や
印
記
に
も
⽛
十
無
盡
院
⽜
と
す
る
も
の
が
多
い
。

虫
払
い
の
記
録
と
し
て
は
、慶
安
年
間
か
ら
寛
文
十
三
年
の
お
よ
そ
二
十
年
間
の
あ
い
だ
に
六
点
の
資
料
に
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

今
回
の
調
査
で
は
最
も
長
期
間
、
か
つ
最
多
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
永
弁
は
晩
年
の
貞
享
二
年
に
、
明
恵
上
人
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
⽛
学
問
印
信
⽜
掛
板
を
忠
実
に
複
製
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す

べ
き
で
あ
る
（
注
18
）。

琳
弁永

弁
に
次
い
で
、
三
点
の
虫
払
い
の
記
録
に
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
寛
永
八
年
生
で
あ
り
、
仁
和
寺
宥
源
、
顕
証
か
ら
伝
授
を

承
け
て
い
る
。
高
山
寺
に
お
け
る
住
房
は
明
確
で
は
な
い
が
、賢
首
院
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
録
が
多
い
。
先
の
永
弁
と
活
動
年
代
が
近
く
、

と
も
に
仁
和
寺
顕
証
を
資
と
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
時
期
、
高
山
寺
に
お
け
る
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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密
弁江

戸
時
代
中
期
以
降
の
虫
払
い
の
記
録
と
し
て
は
密
弁
が
注
目
で
き
る
（
注
19
）。

密
弁
は
元
禄
十
五
年
、
ま
た
は
、
正
徳
四
年
生
、
宝
暦
十
一
年
寂
。
高
山
寺
に
お
い
て
初
め
は
善
財
院
、
後
に
十
無
盡
院
に
住
し
、
仁
和

寺
と
の
関
わ
り
の
深
い
真
言
僧
で
あ
る
。
教
学
活
動
の
記
録
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
慧
友
、
初
期
の
永
弁
に
続
い
て
多
く
、
江
戸
時

代
中
期
の
高
山
寺
を
知
る
上
で
鍵
と
な
る
僧
侶
で
あ
る
。
密
弁
は
、⽛
筁
目
録
⽜
に
対
し
て
虫
払
い
を
実
施
（
本
稿
資
料
38
）
し
、
さ
ら
に
は

経
箱
を
新
調
し
て
施
入
す
る
な
ど
の
記
録
が
残
る
（
注
20
）。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。

⚑

高
山
寺
に
現
存
す
る
、
お
よ
そ
一
二
〇
〇
〇
点
の
聖
教
典
籍
に
は
38
点
に
虫
払
い
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
記
録
は
、
鎌

倉
時
代
に
遡
る
方
便
智
院
第
二
世
仁
真
、
第
三
世
仁
弁
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
草
創
期
か

ら
、
聖
教
を
大
切
に
保
管
、
管
理
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

⚒

資
料
か
ら
見
え
る
虫
払
い
が
行
わ
れ
た
の
は
、
時
代
的
に
見
れ
ば
、
寛
永
年
間
の
復
興
事
業
と
そ
れ
に
伴
う
仁
和
寺
の
覚
深
法
親
王
に

よ
る
聖
教
の
保
管
、管
理
の
置
文
が
残
さ
れ
て
か
ら
の
江
戸
時
代
初
期
が
最
も
多
い
。
ま
た
時
期
と
し
て
は
六
月
下
旬
に
集
中
し
て
い
る
。

逆
に
、
南
北
朝
以
降
、
室
町
時
代
中
期
あ
た
り
の
虫
払
い
記
録
を
全
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
の
時
期
の
高
山
寺
の
混
乱
状
態
を
示

す
も
の
と
言
え
る
。

⚓

虫
払
い
に
携
わ
っ
た
僧
侶
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
永
弁
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
永
弁
が
高
山
寺
中
興
の
祖
と
も
称
さ
れ
て
お

り
、虫
払
い
を
明
恵
上
人
以
来
の
法
統
を
守
る
重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、室
町
時
代
後
期
の
奝
怡（
真

性
）、江
戸
時
代
中
期
の
密
弁
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、い
ず
れ
の
僧
侶
も
高
山
寺
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
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今
回
は
、
高
山
寺
経
蔵
の
聖
教
類
が
ど
の
よ
う
に
保
管
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
調
査
と
し
て
、
虫
払
い
の
記
録
を

網
羅
的
に
紹
介
し
て
き
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
原
本
調
査
を
行
い
、
か
つ
、
関
連
す
る
僧
侶
や
高
山
寺
に
関
わ
る
記
録
類

を
さ
ら
に
調
査
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
か
に
し
て
高
山
寺
に
膨
大
な
典
籍
文
書
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
実

態
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
き
た
い
。

注

⚑
、
一
例
と
し
て
、
以
下
の
論
考
を
あ
げ
て
お
く
。
築
島

裕
、⽛
高
山
寺
経
蔵
典
籍
に
つ
い
て
⽜、⽝
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
1980

⚒
、
沓
掛
伊
佐
吉
、⽛
曝
書
史
稿
⽜、
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
、
第
七
号
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
1970

⚓
、
成
瀬
正
和
、
冬
期
講
演
会
⽛
正
倉
院
の
曝
涼
⽜、
北
海
道
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
11
、
2010

⚔
、
橋
本
義
彦
、⽛
正
倉
院
曝
涼
の
記
⽜、
日
本
歴
史
561
、
日
本
歴
史
学
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
1995

⚕
、
髙
井
恭
子
、⽛
貞
照
院
に
お
け
る
⽝
黄
檗
版
⽞
虫
干
し
⽛
百
万
遍
⽜
法
要
に
つ
い
て
⽜、
印
度
学
仏
教
学
研
究
61
(⚒
）、
2013

⚖
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、⽛
東
都
歳
時
記

⚔
巻
付
録
⚑
巻
⽜
参
照

⚗
、
岩
崎
奈
緖
子
、⽛
2016
年
夏
の
曝
涼
⽜、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
N
o.39、
2017

⚘
、
田
中

誠
、⽛
植
物
を
用
い
た
江
戸
時
代
の
書
籍
害
虫
駆
除
法
⽜、
家
屋
害
虫
V
ol13、
N
o2、
1991

⚙
、
金
水

敏
、⽛
方
便
智
院
聖
教
目
録
解
題
⽜、⽝
明
恵
上
人
資
料
第
四
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
1998

10
、
宮
澤
俊
雅
、⽛
高
山
寺
経
蔵
と
そ
の
古
目
録
に
つ
い
て
⽜、⽝
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
2002

11
、
奥
田

勲
、⽛
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・
江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
⽜、⽝
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
1980

こ
の
点
に
関
し
て
、
奥
田
氏
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

中
世
末
期
の
内
乱
的
な
状
況
は
、
古
代
・
中
世
を
通
し
て
形
成
さ
れ
て
来
た
有
形
・
無
形
の
文
化
的
遺
産
の
伝
承
を
大
き
く
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
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の
だ
が
、
高
山
寺
の
場
合
も
ま
さ
し
く
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
期
に
失
わ
れ
た
の
は
典
籍
文
書
の
大
き
な
部
分
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
典
籍
文
書
の
有
し
て
い
た
体
系
や
秩
序
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
江
戸
期
の
整
理
は
そ
れ
を
回
復
す
る
の
に
か
な
り
の
力
は

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
山
寺
の
典
籍
文
書
は
そ
の
後
の
関
係
者
の
護
持
に
よ
っ
て
、
主
要
な
部
分

は
き
わ
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
140
頁
。

以
上
の
よ
う
に
、
奥
田
氏
の
論
考
は
極
め
て
示
唆
に
富
む
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

12
、
注
11
文
献
、
121
頁

13
、
徳
永
良
次
、⽛
高
山
寺
蔵
⽝
学
問
印
信
⽞
掛
板
に
つ
い
て
⽜、
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
第
45
号
、
2010

徳
永
良
次
⽛
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
⽝
学
問
印
信
⽞
掛
板
二
枚
⽜、
平
成
二
十
八
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
、
2017

14
、
宮
澤
俊
雅
、
解
題
⽛
高
山
寺
経
蔵
と
そ
の
古
目
録
に
つ
い
て
⽜、⽝
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
2002

15
、
葉
上
照
澄
、⽛
高
山
寺
の
歴
史
と
信
仰
⽜、⽝
古
寺
巡
礼
京
都
15

高
山
寺
⽞、
淡
交
社
、
1977

112
頁

16
、
徳
永
良
次
、⽛⽝
持
戒
清
浄
印
信
⽞
の
写
本
と
そ
の
価
値
の
変
容
⽜、
年
報
新
人
文
学

第
⚗
号
、
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
2010

17
、
徳
永
良
次
、⽛
江
戸
時
代
の
高
山
寺
僧
⽛
永
辨
⽜
に
つ
い
て
⽜、
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
64
号

2018

徳
永
良
次
、⽛
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
の
諸
相

―
僧
侶
の
事
績
を
中
心
に
―
⽜、⽝
高
山
寺
経
蔵
の
形
成
と
伝
承
⽞、
汲
古
書
院
、
2020

18
、
注
13
に
同
じ

19
、
徳
永
良
次
、⽛
江
戸
時
代
の
高
山
寺
僧
⽝
密
弁
⽞
に
つ
い
て
⽜、
令
和
元
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
、
2020

20
、
石
塚
晴
通
、⽛
高
山
寺
経
蔵
現
存
経
箱
識
語
⽜、⽝
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録

完
結
篇
⽞、
汲
古
書
院
、
2007


